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【コーディネーターのちょっこし耳よりなお話し】

「ふくい地域創生士」第１期生のフォローアップ研修にコーディネーターと
して参加しました。第１期生は、現在まさに就職活動真っただ中。履歴書
資格欄に「ふくい地域創生士」を記載し、地域に関する勉強のことやイン
ターンシップを通して感じたことなどを面接でアピールしていること、そして
就職活動に有利な資格であることが確認できました。
就職活動に不安を感じている方は、「ふくい地域創生士」認定者申請要

件に該当するか確認し、ぜひ取得を目指してください。
申請時期については、各大学窓口に相談してください。

ふくい地域創生士Ⓡ フォローアップ研修を開催

シリーズ「ふくい地域創生士Ⓡ」学生必読

↑
ふくい地域創生士Ⓡ

ＨＰリンク先

舟木コーディネーター

２月に誕生した「ふくい地域創生士」第１期生のフォローアップ研修を５月に
開催しました。
本研修では、ふくいCOC+の事業協働機関である福井商工会議所の宮﨑和

彦専務理事、福井県経営者協会の峠岡伸行専務理事に、 「今、なぜ、ふくい
地域創生士なのか」、「ふくい地域創生士への期待」をテーマに、ご講話いた
だきました。
• 目標に向かって、考え抜く力を身につけることが大切であること。
• 資格認定は入口であり、これからいかに活躍するかが認定の価値を高める

こと。認定された以上は、これまで以上に知識や経験を積み重ねる努力が
必要であること。

これらの話に参加者は、真剣に耳を傾けていました。
講話後のグループディスカッションでは、第１期生それぞれが福井の課題や

思いなど活発に意見交換が行われ、次の感想などが寄せられました。

• さまざまなことを経験することの重要性を再認識した。「知る」ことで、地域の課題も見えると思えた。ど
んなことに対しても、興味を持ち、色んなことに参加することで、地域を知ることに繋げていきたいと思う
ようになった。

• 研修を通して、他大学の学生と課題に取り組む中で、コミュニケーション力やまとめる力が、自分と違
いすぎて驚いた。もっと、自分にない力を身につけていきたい。

• 自分の課題発見力が低いと感じていたので、もっと本を読んでいきたいと感じた。疑問に思うことなど、
少しでも気になることや引っかかることを、日常の中で見つけてみようと考えるようになった。

〈ふくい地域創生士フォローアップ アンケートより〉

←申請要件について、左記ふくいCOC+HPリンク先をチェック！



金曜４限 「地域特講Ｅ（手話講座） 」 福井県立大学 石井 容子先生、杉浦 公美先生、藤井 真津美先生

手話は言語 ・手話は見ることば
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平成３０年度前期 COC+開講授業風景を紹介します！

あっという間に春が過ぎ去り、季節は梅雨に移り変わりました。気候の変化で体調を崩しやすいこの時期
ですが、COC+スタッフ一同元気いっぱい、新しいイベントやプログラムに向かって全力で取り組んでいます。
一人でも多くの方に、COC+の活動内容が届くことを願い、私も日々の業務をがんばっていきたいと思い

ます。今後もCOC+へご協力をよろしくお願いいたします。(飛山）

Ｆスクエアで、毎週金曜日４限に開講している地域特講Ｅ（手話講座）では、33名の学生が、
① 簡単な日常会話を行うために必要な手話語彙(入門課程300語、基礎課程＋300語)を習得する
② 手話で日常会話を行う手話表現技術を習得する
③ 手話でコミュニケーションする楽しさを習得する
④ 手話の基本文法を習得する
の４つの目標を達成するために、真剣に授業に取り組んでいます。
Ｆスクエアスタッフが先生に話しをする際には、学生の一人が手話で通訳し

てくれました。優しい対応に心が温まりました。一人でも多くの学生が手話に興
味を持ち、９月、１０月に開催される福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元
気大会で活躍してくれることを期待します。

（取材日：平成３０年６月１日）

「地域特講Ｅ」（手話講座）
の授業風景

つながると考え、「インカートクックシステム」の開発に取り組んでいます。
将来は全国の高齢者福祉施設、幼稚園などの小規模給食施設への導

入・展開を考えていますので、現在稼働している施設の大人用食器での運
営に加え、将来、幼稚園等への導入も考慮して、一昨年から幼児食用食
器の開発に取り組んで参りました。
この食器開発についてはサイズ（容量）・デザイン・献立といった新たな３点

の課題がありました。そこで、容量に関しては地元企業が開発し、デザイン
面は本校の子ども教育学科の学生がデザイン（案）を担当、献立は本校の
健康栄養学科の学生が考案中です。これにより将来に向けて、本システム
の販路も広がり益々未来の人材育成に繋がるものと思われます。

仁愛大学からの発信（インカートクックシステムに関する取組）

越前漆器で作った
幼児食用食器

（仁愛大学 人間生活学部 健康栄養学科 樽井雅彦先生より寄稿いただきました。）

事業目標である「地方創生」の一つとして、地元企業との産学連携が福井県内の学生の地元就職に

クールジャパン人材育成検討会（内
閣府）にふくいCOC+が取り上げられ
ました！
第５回クールジャパン人材育成検討会で、文

部科学省からCOC+の取組例としてふくいCOC+
の取組が紹介されました。内閣府HP
クールジャパン人材育成検討会（第５
回）議事次第（資料５）Ｐ．５に掲載→

和田de路地祭
２０１８．７．１（日）開催

福井県内の５大学の学生が、団結して祭を盛り上げ
ます。

「みんなで行ってみよう！」
高浜町ホームページ-[新着イベント情報]
-[観光] よりチェック！詳細はこちら→
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